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外国人居住者への対応について

スマートインターチェンジについて
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河川敷の防災強化について

三木城下町としての観光拠点の整備について
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地区からの意見・提言（意見交換）

三木地区

意見・提言の内容
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市政懇談会 回答 
地区名 三木地区 

意見・提言等 １ 空き家対策について（前田町・神明町） 
（内容） 

地域内に所在不明の空き家が増えており、市全体としての空き

家対策はどうなっているのか？ 
・空き家の瓦の落下、スズメバチの巣、火災への対応など、誰がど

のように対応していくのか、具体的に明確にしてほしい。 
・対処方法に費用がかかるときにはどうするのか？ 

回 答 （担当課）市民生活部 生活環境課 
＜三木市の空家対策の取組について＞ 

適正管理がなされず放置された空家が、防災、衛生、景観等、地

域住民の生活環境に深刻な影響を与えることから、三木市では令

和２年３月に「三木市空家等対策計画」を策定しました。 
当計画を策定する際に、市内における空家等の実態を把握する

ことを目的に、平成３０年度に空家等実態調査を実施しました。そ

の結果、１，４６７件を使用実態のない可能性の高い「空家等と推

定される物件」であると判定しました。 
その後、特に危険と判断される空家等１１２件を特定空家に認

定し、指導等により解体を促し、そのうち、５５件を解体していた

だくことができました。また、令和２年度から、三木市の空家対策

の推進を目的として、兵庫県司法書士会をはじめ関係団体との協

定締結を行い、空家等の所有者等が空家対策に取り組み易くなる

ように関係団体との連携を強化しています。 
なお、空家等の未然防止・発生抑制を推進するためには、「近隣

住民同士で連絡先を交換する」「引越等により空家となる場合は自

治会等に連絡先を伝える」といった、地域による空家対策も重要で

あると考えますので、地域コミュニティを活かした空家対策にご

協力をお願いします。 
 

＜空き家に対する考え方＞ 
空家は個人の財産であり、万が一所有する空家が原因で周辺住

民の方など第三者に被害を与えた場合は、その所有者（相続人を含

む）や占有者等が責任を負うことが法律で定められています。 
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また、民法では、空家等の相続放棄をしていても、次の相続人（所

有者）が決まるまでは、相続放棄をした人に管理責任があると明記

されています。 
残存する建物や塀等についても個人の財産であり、管理不全に

よる事故等の責任はその所有者（相続人を含む）や占有者等が責任

を負うことになります。 
また、スズメバチの巣についても同様であり、所有者（相続人を

含む）や占有者等に管理責任が伴うため、撤去等の対応は所有者等

が実施することとなります。なお、スズメバチの巣の撤去について

は、その撤去費用の一部を市が支援する制度を設けているところ

です。 
市では、三木市空家等の適正管理に関する条例及び三木市環境

保全条例に基づき市民の方々からの相談・苦情等の申し出に対し、

必要に応じて、その空家及び空地の所有者（相続人を含む）や占有

者等を確認し、文書等で指導を行い、対応を促します。 
空家等の対応でお困りの際は、生活環境課へご連絡いただけれ

ば、ご対応いたします。 
 
空家等対策の推進に関する特別措置法 第３条 
  空き家等の所有者・管理者は、周辺の生活環境に悪影響を及ぼ

さないよう、空家等の適切な管理に努めるものとする。 
民法 第９４０条 
  相続の放棄をした者は、その放棄によって相続人となったも

のが相続財産の管理を始めることができるまで、自己の財産に

おけるのと同一の注意をもって、その財産の管理を継続しなけ

ればならない。 
民法 第７１７条 
  土地の工作物の設置又は保存に瑕疵があることによって他人

に損害を生じたときは、その工作物の占有者は、被害者に対して

その損害を賠償する責任を負う。ただし、占有者が損害の発生を

防止するのに必要な注意をしたときは、所有者がその損害を賠

償しなければならない。 
占有者：ここでは、家に実際に居住又は使用している人のことを

言います。 
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市政懇談会 回答 
地区名 三木地区 

意見・提言 ２ 河川敷の防災強化について（東條町） 
（内容） 

美嚢川リバーサイドパークのような河川敷を作ることで、河川

の水による浸食を防ぎ、防災につながると考える。しかし、上津橋

より上流は、河川敷がないために住宅地が建っているところに直

接水が当たり浸食が懸念される。毎年、水害によるがけ崩れなど近

年災害が増えている中で心配である。工事は県の所管であると聞

いているが、市としての対応等を聞かせほしい。 
回 答 （担当課）都市整備部 道路河川課 

 美嚢川については、県・市ともに防災対策が必要な河川であると

認識しており、現在は久留美地区において築堤工事を進めている

ところです。 
兵庫県加東土木事務所の見解としては「ご提言の箇所について

は、河川敷に余裕はなく、リバーサイドパークのような施設の設置

はできません。また、現状の護岸にて河川断面は確保されており、

河川の改修の予定はありません。」と伺いました。 
しかしながら、ご指摘の部分は河川の水衝部分に位置するため、

８月１９日に地元立会のもと河川管理者である兵庫県加東土木事

務所と三木市にて確認させていただき、「侵食状況等については、

水位が高く確認ができませんので、渇水期に再度確認させていた

だき修繕が必要な箇所については対応いたします。」との回答をい

ただきました。 
市としましても、パトロールを行いながら経過観察をしてまい

りますが、現状に変化等がございましたら、ご連絡いただきますよ

うお願いします。 
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市政懇談会 回答 
地区名 三木地区 

意見・提言等 ３ 三木城下町としての観光拠点の整備につ

いて（三木城下町まちづくり協議会） 
（内容） 

三木城跡を中心とした観光拠点の整備とその有効活用について 
・旧校舎の跡地の発掘調査及び跡地利用の計画 
・周辺の湯の山街道やそこに点在する施設の整備 
・観光資源の有効利用。特に施設や食などをつないだ観光事業の推

進計画 
 等について、市の考えや計画を聞かせてほしい。 

回 答 （担当課）教育総務部 文化・スポーツ課 
     産業振興部 観光振興課 

・旧校舎の跡地の発掘調査及び跡地利用の計画 
 三木城本丸跡・二の丸跡については、８月に発足した有識者など

による発掘調査検討委員会のもと、令和４年度から令和７年度に

かけて発掘調査及び報告書作成を実施する予定です。主に本丸の

上の丸保育所跡地及び二の丸の旧上の丸庁舎跡地が調査対象範囲

となります。 
 今年度は、１１月から１２月にかけて、二の丸跡の旧上の丸庁舎

跡地に残存している基礎の撤去に向けた調査を実施する予定で

す。  
さらに、令和５・６年度は、本丸跡の旧上の丸保育所跡地や、今

年度実施する二の丸跡の調査成果を踏まえた上で遺構の保存状況

を確認する予定としています。  
令和７年度は、これらの調査結果を踏まえた上で、調査報告書を

作成し、市民の方に周知します。 
跡地の利用計画については、早ければ令和５年度中に旧上の丸

庁舎跡地の基礎を撤去し、更地にしたいと考えています。そして、

令和８年度以降に発掘調査成果を踏まえた上で、解説板の設置や

遺構の平面表示を行うなど、三木城跡がまちのシンボル的な存在

となるように整備を進めてまいります。 
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・周辺の湯の山街道やそこに点在する施設の整備 
・観光資源の有効利用。特に施設や食などをつないだ観光事業の推

進計画 
 観光事業の推進計画については、社会情勢が激しく変化する中

で、観光面における長期的な計画策定は困難であると判断し、状況

に応じて柔軟に動くこととしております。 
 また、コロナ禍での観光需要の変化として、少人数での近場観光

の需要が高まっていることも勘案し、三木地区においては、三木合

戦をはじめ、三木にしかない歴史をテーマにＰＲし、地域の活性化

につなげたいと考えております。 
 その一例として、昨年度には湯の山街道を灯篭で照らし、酒蔵バ

ーなどと組み合わせたイベントを開催しました。このイベントで

は地元の方々の参画があり、大変盛り上がりました。ありがとうご

ざいます。 
今年は、灯篭を１２月２日から４日の３日間、エリアを拡大して

設置し、１２月３日には酒蔵バーを開催する予定にしております。 
この他にも、関西学院大学の協力のもと、恵比須駅から三木駅間

の湯の山街道や歴史資料館、三木鉄道記念公園などをめぐり、その

途中にある施設や店舗に立ち寄るなど、少人数で自由な旅を楽し

んでいただける仕掛けづくりを進めています。 
 今後も、三木城跡の整備と合わせ、地域ぐるみで観光客を受け入

れ、おもてなしする取組を継続、発展させたいと考えておりますの

で、今後ともご協力いただきますようお願いいたします。 
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市政懇談会 回答 
地区名 三木地区 

意見・提言等 ４ 外国人居住者への対応について 
（加佐育英ハイツ） 

（内容） 
外国人の方の入居が増える中で、マナーやルールを守らないと

いう、問題に苦慮している。このような事例に対する相談窓口や市

としての対応策を聞かせてほしい。 
回 答 （担当課）市民生活部 市民協働課 

三木市では、令和２年５月から「外国人住民相談窓口」を開設し、

外国人住民の各種行政手続きや在留資格、日常生活に関する相談

業務や、地域住民からの外国人住民との共生に関する相談業務に

対応しています。外国住民の暮らしの中で抱える生活課題の解決

に必要な情報提供や、関係機関、専門相談窓口の紹介などを目的と

していますが、最近では、自治会や日本人住民からの相談も寄せら

れています。 
「外国人住民相談窓口」に寄せられる相談で、暮らしに関する困

りごと（ごみ出しルール、騒音など）は、庁内関係部署が連携し対

応に当たっています。個人的な問題でも内容によっては専門的な

機関や窓口を紹介しています。 
 外国人住民と地域住民との間で起こるトラブルの場合は、外国 
人住民は、生活習慣の違いや各地域の生活のルールに対する理解 
が十分でないことに起因し、地域住民は、言語が異なるためにど 
う伝えて良いのかわからないというのが現状です。 
本市では、外国人住民の転入の機会などを利用してできるだけ早

い時期に、行政情報や基本的な日本の社会制度や文化・習慣等を学

習する機会を提供しています。転入時に市民課窓口で多言語版の

生活情報誌の配布、その他、日本語を学習できる学習の場として三

木市の実施している「日本語教室」や「生活オリエンテーション」

の案内をチラシやホームページ、市内企業を通じて周知していま

す。 
当該自治会からも、５月に相談を受け、「一斉清掃の案内」や「共

有部分の使い方」などを母語（中国語）に翻訳するなど、協力をさ

せていただいたところです。 
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マンションにお住まいの場合、共同生活のルールをまとめた管

理規約などを理解してもらうためには、張り紙で掲示する、管理会

社（管理組合）に相談する、「三木市国際交流協会」や「多言語セ

ンターＦＡＣＩＬ」の通訳者（有料）を通じて説明するのも効果的

かもしれません。 
我が国の在留外国人は、社会経済情勢の変化の中で人数は増加

し、多国籍化しています。そもそも異なる文化の中での生活ですの

で、日本の生活習慣や生活スタイルに馴染むまでには、時間も地域

の支援も必要になります。地域の皆様には、今後もご支援ご協力い

ただきますようよろしくお願いいたします。 
具体的なご相談事があれば、まずは、市役所４階の国際交流プラ

ザに設置しております「外国人住民相談窓口」へ、お気軽にご連絡

ください。 
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市政懇談会 回答 
地区名 三木地区 

意見・提言等 ５ スマートインターチェンジについて 
（前田町） 

（内容） 
三木スマートインターチェンジの事業予定、それに伴うメリッ

トとデメリット、小野市にはメリットが多く、三木市には少ないの

では。有効活用することを考えてほしい。 
回 答 （担当課）都市整備部 プロジェクト推進課 

 （仮称）三木スマートインターチェンジ（以下、SIC という）の

令和４年度の事業予定については、詳細設計及び用地測量を進め

るとともに、用地交渉に着手予定です。令和５年度には工事着手

し、令和６年度末の完成を目指しています。 
 SIC 整備によるメリットについて、全国的にも数少ない市街地

に近いスマートインターチェンジとして、さまざまな経済効果が

考えられます。具体的には、国道・県道が渋滞していても、その影

響を受けることなく山陽自動車道にアクセスできるため、県道三

木三田線などの主要渋滞箇所の交通渋滞緩和や交通事故削減の効

果が期待できます。また、高速道路へのアクセス時間の短縮によ

り、金物産業やゴルフ産業、観光産業などの地域活性化に役立つも

のと考えています。さらに、災害時には避難、救助、物資供給のル

ートが複数確保されることから、災害に強いまちづくりに寄与し

ます。 
一方、デメリットとしては、市道加佐草加野線など SIC 周辺道

路の交通量の増加が想定されます。このため、周辺道路の対策とし

て、市道加佐草加野線、市道岩宮大村線及び市道高木平田線につい

て線形改良や拡幅工事を実施するとともに、完成後の交通状況を

見て、必要な対策を検討していきます。 
 また、将来の交通量予測では、小野市側は小野工業団地等企業か

ら多くの利用が見込まれますが、市街地から離れており市民の利

用は少ない見込みです。一方、三木市側は市街地から最も近いイン

ターチェンジとして、市街地を中心に広範囲から市民の利用が見

込まれており、SIC の利用台数は三木・小野各方面から同程度の利

用数が予測されています。 
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さらに、本事業は事業費の大半は NEXCO 西日本及び国の費用

負担となっており、残りの自治体負担分についても、小野市にもメ

リットがあることから、三木市内で完結する事業であるにも関わ

らず小野市にも費用面で負担していただくこととしています。 
 SIC を有効に活用するため、アクセス道路や周辺環状道路など

一体となった整備を行っていき、三木市の活性化につなげていき

たいと考えておりますので、ご理解ご協力をよろしくお願いしま

す。 
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